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縄
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【
要
約
“
　
沖
縄
群
島
の
久
高
島
（
約
二
平
方
粁
、
人
口
穴
埋
〇
入
）
に
は
、
今
な
お
、
極
め
て
古
い
と
考
え
ら
れ
る
土
地
制
度
が
残
存
し
て
い
る
。
耕
地

（
田
は
無
く
、
畑
の
み
）
の
九
四
％
は
島
民
の
共
有
地
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
、
一
〇
の
「
組
」
に
配
属
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
一
五
等
分
さ
れ
る
。
こ
れ

を
＝
地
」
と
い
い
、
　
「
一
撃
」
の
平
均
面
積
は
二
反
弱
で
あ
る
。
太
平
洋
戦
前
に
は
、
一
六
歳
か
ら
穴
○
歳
ま
で
の
男
子
に
「
一
切
」
つ
つ
給
さ
れ
た
が
、

戦
後
は
家
毎
に
「
一
地
扁
（
家
族
の
多
い
家
は
＝
地
半
」
ま
た
は
「
二
地
」
）
給
さ
れ
て
い
る
。
各
組
に
所
属
す
る
畑
は
、
島
内
各
処
に
分
散
し
、
平
均
一

九
・
四
筆
か
ら
成
り
、
、
一
筆
毎
に
一
五
等
分
さ
れ
る
。
従
っ
て
畑
は
、
極
め
て
狭
小
な
地
条
を
な
し
て
い
る
。
組
の
メ
ン
バ
ー
は
集
落
の
一
ケ
所
に
ま
と
ま

っ
て
居
住
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
「
一
，
一
地
」
の
家
は
、
二
つ
の
組
に
ま
た
が
っ
て
断
属
す
る
の
で
あ
り
、
組
に
は
あ
ま
り
大
き
な
社
会
的
機
能
が
認

め
ら
れ
な
い
。
畑
の
作
物
は
、
夏
作
甘
藷
、
冬
作
小
麦
が
主
で
あ
る
。
農
耕
は
専
ら
女
の
仕
事
で
あ
り
、
男
は
漁
業
に
従
事
し
て
い
る
。

は
　
し
　
が
　
き

　
く
だ
か

　
久
高
島
と
は
㍉
沖
縄
本
島
の
南
東
端
か
ら
約
五
粁
東
方
の
海
上
に
横
た
わ
る
、

面
積
約
二
平
方
粁
、
人
口
約
六
三
〇
人
の
小
さ
な
島
で
あ
る
。
行
政
的
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ね
ん

沖
縄
本
勝
馬
発
端
を
占
め
る
知
念
村
に
属
し
、
そ
の
一
大
字
を
な
し
て
い
る
。

こ
の
島
は
、
沖
縄
の
国
造
り
の
神
ア
マ
ミ
キ
ヨ
が
、
は
じ
め
て
上
貼
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
と
か
、
麦
・
粟
・
稗
が
こ
こ
で
は
じ
め
て
発
見
さ
れ
た
と
か
伝
え
ら

れ
る
、
伝
説
豊
か
な
島
で
あ
る
が
、
一
方
、
土
地
三
度
の
面
か
ら
見
る
と
、
耕

地
の
，
九
四
％
が
今
な
お
共
有
地
で
、
沖
縄
で
も
最
も
古
い
と
考
え
ら
れ
る
一
種

の
地
割
制
度
が
、
現
在
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。
沖
縄
で
は
、
明
治
三
二
年
の

「
土
地
整
理
」
ま
で
、
共
有
地
の
定
期
的
地
割
湖
度
が
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、

「
土
地
整
理
」
の
結
果
、
共
有
地
は
私
有
地
化
し
た
。
今
な
お
共
有
制
の
残
っ

て
い
る
の
は
、
こ
の
久
高
島
だ
け
で
あ
る
。

　
昭
和
三
五
年
の
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
沖
縄
を
訪
れ
た
筆
者
は
、
こ
の
島



沖縄久高島の土地制度（浮田）

を
調
査
対
象
地
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
た
。
こ
の
島
の
土
地
制
度
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
田
村
浩
氏
の
『
琉
球
共
産
村
落
之
研
究
』
（
昭
和
二
年
）
の
中
で

　
　
　
　
　
　
①

紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
点
に
な
る
と
、
そ
れ
を
読
ん
だ
だ
け
で
は
判

ら
ぬ
点
が
あ
り
、
ま
た
田
村
氏
の
調
査
か
ら
三
〇
年
余
を
経
て
、
こ
と
に
太
平

洋
戦
争
に
よ
つ
で
変
化
し
た
点
も
あ
っ
た
か
と
思
っ
た
の
で
、
そ
れ
ら
を
実
地

に
た
し
か
め
て
み
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
筆
者
は
か
ね
て
よ
り
日

本
の
村
落
社
会
な
い
し
村
落
共
同
体
を
支
え
る
一
つ
の
基
盤
と
し
て
の
「
零
細

錯
圃
こ
の
問
題
に
関
心
を
抱
い
て
い
る
が
、
沖
縄
で
は
全
般
に
、
　
「
屋
取
」
と

　
　
　
　
　
　
　
②

称
す
る
特
殊
な
散
村
の
場
合
を
除
け
ば
、
経
営
耕
地
の
分
散
が
日
本
本
土
以
上

　
　
　
③

に
著
し
い
。
こ
れ
は
、
か
つ
て
の
定
期
的
な
耕
地
割
替
制
度
の
影
響
が
大
ぎ
い

　
　
　
　
　
　
　
④

よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
久
高
島
の
土
地
制
度
を
調
査
す
れ
ば
、
地
割

制
と
零
細
錯
圃
と
の
関
係
を
考
察
す
る
た
め
の
、
何
ら
か
の
手
が
か
り
が
得
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

　
尤
も
、
久
高
島
0
土
地
制
度
は
、
田
村
氏
も
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
、
か
つ

て
の
沖
縄
本
島
で
の
定
期
的
な
土
地
割
替
制
度
と
同
じ
も
の
で
は
な
く
、
元
来
、

男
子
一
六
歳
に
達
す
れ
ば
一
纏
を
得
、
六
〇
歳
に
至
れ
ば
村
に
返
す
と
い
う
、

一
種
の
班
田
収
授
の
よ
う
な
制
度
で
あ
っ
た
。
田
村
氏
は
こ
れ
を
、
地
割
制
以

前
の
、
琉
球
古
代
の
管
制
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
起
源
の
問
題
も
．

当
然
お
こ
っ
て
く
る
わ
け
で
あ
る
が
、
筆
者
は
、
こ
の
制
度
が
現
在
、
ど
の
よ

う
に
施
行
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
実
状
を
、
な
る
べ
く
具
体
的
に
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
主
眼
と
し
、
起
源
の
問
題
な
ど
に
は
敢
え
て
触
れ
な
か
っ
た
。

久
高
島
の
概
要

　
久
高
島
は
、
北
東
－
南
西
の
方
向
に
細
長
く
の
び
る
平
坦
な
島
で
、
長
さ
約

三
粁
、
幅
は
広
い
と
こ
ろ
で
も
約
五
〇
〇
米
に
過
ぎ
な
い
。
珊
瑚
石
灰
岩
よ
り

成
り
、
低
い
テ
ー
ブ
ル
状
を
呈
し
、
海
岸
は
急
崖
を
な
す
が
、
島
の
内
部
は
平

第1図　船から望んだ久高島

坦
で
、
最
高
所
で
も

わ
ず
か
一
七
．
一
米

で
あ
る
。
島
の
周
囲

は
、
ア
ダ
ン
、
ク
パ

な
ど
の
防
風
林
で
囲

ま
れ
て
い
る
。
集
落

は
島
の
南
西
端
に
位

置
す
る
。
各
家
は
珊

瑚
石
灰
石
を
積
み
上

げ
た
石
垣
を
め
ぐ
ら

し
、
屋
敷
内
に
フ
ク

ギ
そ
の
他
の
防
風
林
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2

を
植
え
て
い
る
。
水
　
（

に
乏
し
く
・
飲
料
水
　
鵬



第2図　石垣をめぐらした民家

用
の
共
同
井
戸
は
、

集
落
の
は
ず
れ
に
一

つ
あ
る
だ
け
で
、
各

家
庭
で
は
、
屋
根
に

降
る
天
水
を
も
貯
え

て
利
用
し
て
い
る
。

　
昭
和
三
五
年
四
月

一
日
現
在
に
お
け
る

同
島
の
世
帯
数
は
一

三
四
世
帯
、
人
口
は

六
三
四
人
で
あ
る
。

戦
前
の
人
口
は
約
四

〇
〇
名
で
あ
っ
た
と

い
わ
れ
、
戦
後
は
、

一
時
七
〇
〇
名
に
も
及
ん
だ
が
、
そ
の
後
漸
減
の
傾
向
に
あ
る
。
島
民
の
生
活

は
、
　
一
言
で
言
え
ば
半
農
半
漁
で
あ
り
、
男
は
海
へ
出
か
け
、
女
は
農
業
を

行
な
っ
て
い
る
。
年
齢
別
人
口
構
成
は
第
3
図
の
如
く
で
、
出
稼
に
よ
る
島
外

流
出
お
よ
び
戦
争
中
の
犠
牲
に
よ
り
、
三
〇
歳
代
、
四
〇
歳
代
が
極
め
て
少
な

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
て
ん

　
島
と
沖
縄
本
島
と
の
間
の
交
通
は
、
本
島
東
岸
の
馬
天
港
と
の
問
に
、
便
船

第3図 久高島の人ロ構成

　　一昭和34年末現在
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に
用
足
し
に
ゆ
く
の
に
利
用
し
て
い
る
。
本
島
か
ら
島
へ
渡
れ
ば
、

も
一
泊
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
水
が
少
な
い
の
で
水
田
は
な
く
、
耕
地
は
す
べ
て
畑
で
あ
る
。
畑
の
作
付
作

物
は
、
表
作
は
甘
藷
、
裏
作
は
小
麦
が
主
で
、
そ
の
ほ
か
碗
豆
、
小
豆
、
大
豆
、

と
う
も
ろ
こ
し
な
ど
が
少
し
ず
つ
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
・
豚
は
各
戸
一
頭
程
度
飼

育
し
て
い
た
が
、
昭
和
三
四
年
秋
の
台
風
で
甘
藷
が
大
被
害
を
受
け
た
た
め
、
■

筆
者
の
訪
れ
た
三
五
年
夏
に
は
か
な
り
少
な
か
っ
た
。

　
男
は
主
と
し
て
漁
業
に
従
事
す
る
。
そ
の
内
容
は
、
⇔
八
重
山
方
面
へ
出
漁

が
毎
日
一
往
復
し

て
い
る
。
島
を
午

前
八
時
に
出
て
九

時
過
ぎ
に
馬
天
に

着
き
、
午
後
三
時

に
馬
天
を
出
て
島

に
引
き
返
し
て
く

る
。
船
は
久
高
島

民
の
持
船
で
あ
り
、

（
二
隻
が
一
日
交

代
で
就
航
す
る
）
、

島
民
が
沖
縄
本
島

　
　
　
ど
う
し
て
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ナ
る
ヵ
ッ
ォ
漁
船
が
三
隻
あ
り
、
そ
れ
に
乗
り
組
む
も
の
、
⇔
那
覇
を
根
拠
地

と
す
る
琉
球
水
産
会
社
そ
の
他
の
漁
船
に
乗
り
組
ん
で
、
マ
グ
ロ
鼠
子
な
ど
に
　
・

従
事
す
る
も
の
、
⇔
二
人
乗
り
の
親
舟
（
こ
の
島
に
約
三
〇
隻
あ
る
）
で
自
営

漁
業
（
イ
カ
、
カ
ジ
キ
な
ど
）
に
従
事
す
る
も
の
、
な
ど
で
あ
る
。
三
舟
の
自

営
漁
業
を
営
む
の
は
中
年
以
上
の
者
で
あ
り
、
若
い
男
は
大
型
漁
船
乗
組
が
多

い
。
慧
智
政
時
代
に
は
、
唐
船
（
中
国
へ
通
う
帆
船
の
貿
易
船
）
に
乗
り
組
む
も

の
や
、
薪
・
材
木
な
ど
の
運
搬
船
に
乗
っ
て
い
た
も
の
も
多
か
っ
た
。
久
高
島

畏
の
八
重
山
カ
ツ
オ
出
漁
は
、
明
治
末
頃
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

　
農
業
は
専
ら
女
が
従
事
し
、
男
は
全
然
関
与
し
な
い
。
男
は
自
家
の
畑
が
ど

こ
に
あ
る
か
さ
え
知
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
村
落
生
活
は
封
鎖
的
で
あ
り
、
通
婚
欄
關
（
入
婚
㎜
間
の
み
）
を
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
総
数
の
八
四
・
四
％
ま
で
が
字
内
婚
（
島
内
婚
）
で
あ
り
、
同
じ
方
法
で

調
べ
た
沖
縄
本
島
の
い
く
つ
か
の
村
と
く
ら
べ
る
と
、
極
め
て
高
率
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
　

島
に
は
二
つ
の
「
門
中
」
が
あ
り
（
外
間
門
と
久
高
門
）
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ノ
ロ
の

　
　
　
　
　
　
　
に
ヨ
ち
ゆ

家
が
あ
る
。
根
神
（
二
人
）
は
外
間
門
の
み
に
あ
る
。
こ
の
島
に
は
、
ま
た
、

琉
球
古
代
の
神
事
を
保
存
し
た
も
の
と
言
わ
れ
る
門
イ
ザ
イ
ホ
ー
」
と
い
う
祭

が
ご
一
年
・
湧
毎
に
開
か
れ
る
。

土
地
制
度
と
そ
の
施
行
の
実
状

こ
の
島
の
畑
は
、
元
来
、
次
の
よ
う
に
分
か
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
の
　
ろ

　
　
ノ
ロ
地
（
祝
女
の
世
襲
地
）

　
　
　
　
　
　
　
に
ユ
ち
ゆ

　
　
二
ー
チ
ュ
地
（
根
入
の
世
襲
地
）

　
　
ワ
ク
地
（
首
心
地
、
人
民
地
）

　
　
　
　
　
　
お
え
か

　
　
ウ
ッ
チ
地
（
掟
地
）

　
　
ソ
ナ
グ
ナ
一
望

　
ノ
ロ
地
、
ニ
ー
チ
ュ
地
は
、
外
間
ノ
ロ
、
久
高
ノ
ロ
、
外
間
二
…
チ
ニ
の
世

襲
の
私
有
地
で
あ
る
が
、
耕
地
面
積
の
大
部
分
を
占
め
る
ワ
ク
地
（
百
姓
地
）

は
共
有
地
で
あ
り
、
住
民
に
割
り
当
て
ら
れ
る
。
ウ
ッ
チ
地
は
も
と
地
頭
の
役

園
地
で
あ
っ
た
が
、
廃
藩
濁
県
の
の
ち
に
廃
さ
れ
て
、
各
戸
に
配
分
さ
れ
た
。

ソ
ナ
グ
ナ
ー
地
は
一
五
歳
の
男
子
に
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
今
は
耕
さ

れ
て
い
な
い
。

　
昭
和
三
五
年
七
月
現
在
の
土
地
台
幌
に
よ
っ
て
集
計
す
る
と
、

　
　
ノ
ロ
地
　
　
　
　
一
晦
○
反
八
畝
一
二
歩
（
　
三
・
五
％
）

　
　
ニ
ー
チ
ュ
地
　
　
　
　
三
反
八
畝
○
二
歩
（
　
一
・
二
％
）

　
　
ワ
ク
地
　
　
二
九
町
三
反
七
畝
二
三
歩
（
九
　
　
丁
九
％
）

　
　
そ
の
他
　
　
　
　
　
　
四
反
四
白
〇
四
歩
（
　
一
・
四
％
）

　
　
　
（
そ
の
他
は
旧
ウ
ッ
チ
地
、
お
よ
び
ご
く
僅
か
の
私
有
地
な
ど
）

と
な
り
、
ワ
ク
地
は
九
三
・
九
％
を
占
め
て
い
る
。

　
こ
の
ワ
ク
地
は
、
一
〇
個
の
組
に
配
分
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
一
つ
の
組
に
属

す
る
畑
は
、
さ
ら
に
一
五
等
分
さ
れ
、
こ
の
一
五
分
の
一
を
「
チ
ュ
！
ジ
（
一
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．
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／
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第
6
図
共
有
耕
地

　
一
浅
い
溝
で
区
切
ら
れ
た
細
長
い
地
条

　
　
毎
に
耕
作
者
を
異
に
す
る
。
一
つ
の
地

　
条
は
台
帳
上
の
一
筆
の
一
五
分
の
一
に

　
　
当
た
る
。
1

罷撫
幾姦…：濁』
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島高久第4図
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解
7
図
　
雑
草
の
茂
っ
た
耕
地

　
－
丹
念
に
耕
し
た
地
条
と
、
雑
草
の
茂

　
　
る
に
ま
か
せ
た
地
回
と
が
混
在
し
て
い

　
　
る
。
ー
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地
と
と
呼
ぶ
。
従
っ
て
全
体
で
は
一
五
〇
地
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
一
〇
個

　
　
　
　
な
か
た
な
か
ユ
　
　

う
ふ
し
　
　
や
ぶ
や
　
　
　
い
き
ん
　
　
か
わ
に
　
　
　
と
さ
や
　

の
組
と
は
、
仲
田
中
腰
、
大
瀬
組
、
屋
部
家
組
、
釣
棚
組
、
川
上
組
、
時
屡
組
、

い
　
び
ん
　
に
ぎ
　
　
　
　
ぐ
す
く
　
　
ま
え
ゆ
し
も
　
　
　
す
る
ば
ん

伊
美
ノ
味
組
、
城
組
、
前
下
組
、
算
盤
尽
で
あ
る
。
各
組
に
所
属
す
る
畑
の
筆

数
と
そ
の
総
面
積
を
示
す
と
、
第
1
表
の
如
く
で
あ
る
。
組
に
よ
っ
て
や
や
ち

第1表　各組に属する畑（ワク地）

　　　の籔数と面積

稜名i筆数1面組

町反畝歩
3．2零9．00

3．3．4．01

2．6．2．19

2．5．3．11

2．3．1．28

2。9曾0．16

3．　0．　5．　13

2．　7．　1．　06

3．　2．　1．　14

3．　3．　7．　05

鎌
24

Q3

Q1

I6

I8

Q1

Q0

Q0

P5

P6

組
組
組
三
組
組
組

安
瀬
㌘
丸
餅

仲
大
屋
伊
川
時
伊

組
組
組

　
下
盤

城
前
算

計 194 29．　3．　7．　23

均
い9・41

2．9．3．23平

が
い
が
あ
り
、
筆
順
に
お
い
て
は
最
高
二
四
筆
、
最
低
一
五
筆
、
面
積
に
お
い

て
は
最
高
王
町
三
反
七
畝
五
歩
、
最
低
二
町
三
反
一
畝
二
八
歩
と
、
か
な
り
の

開
き
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
は
耕
地
と
し
て
の
優
劣
も
多
少
加
味
さ
れ
て
い

る
。
平
均
す
る
と
、
一
組
当
た
り
、
一
九
・
健
筆
、
二
町
九
反
三
五
二
三
歩
と

な
る
。
こ
れ
を
さ
ら
に
一
五
等
分
し
た
の
が
「
一
面
扁
に
な
る
わ
け
で
あ
る
か

ら
、
　
「
心
地
」
当
た
り
の
面
積
は
、
平
均
一
反
九
院
一
八
歩
に
し
か
過
ぎ
な
い
。

こ
れ
で
は
、
到
底
、
農
業
だ
け
で
一
家
を
支
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
、
一
つ
の
組
に
属
す
る
二
〇
箪
前
後
の
畑
は
、
島
内
に
そ
れ
ぞ
れ
ど

の
よ
う
に
分
布
す
る
か
と
い
う
と
、
島
の
一
ケ
所
に
集
団
的
に
存
在
す
る
わ
け

で
は
な
く
、
他
の
組
の
畑
と
交
錯
し
つ
つ
、
島
内
の
各
所
に
分
散
し
て
い
る
。

試
み
に
、
川
上
組
と
屋
部
家
禽
の
畑
を
第
5
図
に
図
示
し
て
み
た
。
そ
れ
ぞ
れ

島
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
散
在
し
て
い
る
状
態
を
宏
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
岬

　
そ
し
て
、
こ
れ
を
一
五
等
分
す
る
に
当
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
谷
一
筆
を
そ
れ

ぞ
れ
細
長
く
一
五
等
分
し
、
そ
の
一
五
分
の
一
つ
つ
を
組
の
メ
ン
バ
ー
に
割
り

当
て
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
耕
地
の
一
単
位
は
、
極
め
て
小
さ
な
細
長
い
地

条
と
な
り
、
そ
の
幅
は
、
せ
い
ぜ
い
五
米
位
ま
で
で
、
中
に
は
一
米
程
度
に
過

ぎ
な
い
も
の
す
ら
存
在
す
る
。
第
6
図
は
、
集
落
の
す
ぐ
南
に
接
す
る
畑
で
あ

る
が
、
約
一
米
半
の
輻
で
細
長
く
区
切
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
耕
作
者
を
異

に
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
島
の
人
は
こ
れ
を
、
　
「
篠
の
よ
う
な
」
と
形
容
し

て
い
る
。
か
つ
て
、
こ
の
よ
う
な
畑
に
西
瓜
を
栽
培
し
た
と
こ
ろ
、
覆
が
互
に

隣
の
畑
に
延
び
て
行
っ
て
、
ど
の
西
瓜
が
誰
の
も
の
で
あ
る
か
、
判
別
に
苦
労

し
た
と
い
う
。
畑
の
境
界
に
、
こ
ぶ
し
大
の
石
を
適
当
な
闘
隔
に
置
き
並
べ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
畑
の
配
分
方
法
は
、
戦
前
ま
で
は
一
六
歳
か
ら
六
〇
歳
ま
で
の

男
子
に
「
一
地
」
ず
つ
与
え
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
毎
年
正
月
五
隅
に
、
六

〇
歳
に
な
っ
た
人
の
分
を
、
新
し
く
＝
ハ
歳
に
な
っ
た
人
に
譲
る
の
が
原
則
で

あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
は
な
か
な
か
孤
剣
通
り
に
は
ゆ
か
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
男
の
子
ば
か
り
が
三
人
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
一
六
、
一
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八
、
二
〇
歳
と
な
れ
ば
、
父
親
の
分
と
合
わ
せ
て
「
四
地
」
分
の
権
利
が
あ
る

が
、
そ
れ
を
「
二
地
」
だ
け
で
遠
慮
し
て
も
ら
う
と
か
、
ま
た
父
親
が
六
〇
歳

に
な
っ
た
の
に
、
男
の
子
が
ま
だ
一
四
歳
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
場
合
に
は
、

使
宜
的
に
二
年
延
長
す
る
と
か
、
種
々
の
融
通
が
行
な
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
本
来
、
畑
の
耕
作
は
女
の
仕
事
で
あ
る
の
に
、
男
を
基
準
に
し
て
配
分

す
る
の
は
不
合
理
な
話
で
、
そ
こ
で
、
央
が
死
亡
し
て
女
子
供
ば
か
り
残
っ
た

象
な
ど
、
権
利
が
な
く
て
も
引
き
綾
き
土
地
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。

　
そ
こ
で
、
戦
後
は
、
そ
れ
を
は
っ
き
り
と
家
単
位
に
配
分
す
る
と
い
う
こ
と

に
改
め
、
そ
し
て
家
族
の
人
数
に
よ
っ
て
、
人
数
の
多
い
家
に
は
「
一
地
半
」

ま
た
は
「
二
地
」
を
割
り
当
て
て
い
る
。
筆
者
の
聴
取
調
査
に
よ
れ
ば
、
　
「
一

地
」
を
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
家
は
五
〇
戸
、
　
コ
地
半
」
の
家
は
一
〇
戸
、

門
二
地
」
の
家
は
二
六
戸
、
ま
た
全
然
割
当
の
な
い
家
は
一
四
戸
で
あ
る
（
な

お
、
こ
れ
ら
の
戸
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
す
べ
て
を
尽
し
て
お
ら
ず
、
約
二
割
の

　
　
　
　
　
　
　
　
④

調
査
洩
れ
を
生
じ
て
い
る
）
。
．
こ
れ
ら
の
家
に
ρ
い
て
、
家
族
の
員
数
と
そ
の

構
成
（
昭
和
三
五
年
四
月
一
日
現
在
）
を
住
罠
登
録
簿
に
よ
つ
て
調
べ
、
そ
れ

と
耕
地
配
分
状
況
と
の
関
係
を
示
す
と
、
第
2
表
の
知
く
で
あ
る
。

　第2表耕，地貌分と家族溝成、

家族の人数との関係　B＞労働力（15～6e歳）

（単位，戸）　　　　　　との関係（単位，戸）

二
　
地

一
見
半

一
　
地

　
無

り
σ
　
Q
ゾ
　
∩
コ
　
4

　
　
ユ
　
ら

男く

3

ユ

鴨

エ

10

Q9

W
21

0人6
1人8
2入一
3入一
4人一

計 1415011e 26

一
9
5
ユ
0
2

〈女〉

一
7
3
一

4
3
1
／
4
1

9
　
4
　
1

心

人
入
入
人
人

0
　
1
　
2
　
3
　
4 10　1　265014計

二
　
地

　
地
半

一
　
地

紐

［
　
工
3
一

3
5
2
4
3
3
1
　
1

一
　
1
1
　
1
3
1
3
一

一

一

3
6
1
1
4
7
6
5
5
2
1
一
一

一

8
　
り
0
　
ユ

［
1
1
一
一
一
［
［

「

入
人
人
人
人
人
人
人
人
入
人
人
人
人

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
U
1
2
1
3
1
4

265e　1　1014計

（C）　1戸当たり平均人数との関係（単位，人）

士也i圭也半1－i也無

8．　046．904．762．　00

家族員数
1．　65

2．　58

1．　50

1．　30

1．　10

1．24

O．　57

0．　43

男
　
女

うち労働力

1．00　1　2．42 4．　10　1　3．　Slうち非労働力

　
第
2
表
の
C
は
、
耕
地
配
分
と
一
戸

平
均
人
数
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
割
当

の
無
い
家
は
平
均
二
・
○
○
人
、
　
コ

地
」
の
家
は
四
・
七
六
人
、
コ
地
半
」

の
家
は
六
・
九
〇
人
、
　
「
二
地
扁
の
家

は
八
・
〇
四
人
と
、
人
数
の
多
い
家
ほ

ど
割
当
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
頻
度
を
み
る
と
（
同
表
A
）
、
「
二

地
」
の
家
と
い
う
の
は
、
七
人
な
い
し

一
四
人
目
い
う
大
回
帯
の
家
が
多
く
、

一
〇
人
を
越
え
る
五
戸
は
す
べ
て
「
二

地
」
と
な
っ
て
い
る
。
な
か
に
は
三
人
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の
家
、
四
人
の
家
で
「
二
地
扁
を
得
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ

て
、
母
親
と
悲
い
娘
と
い
っ
た
世
帯
、
つ
ま
り
、
男
子
が
な
く
て
農
業
外
の
収

入
は
な
い
が
、
畑
の
女
手
は
多
い
と
い
う
察
で
あ
る
。
家
族
の
う
ち
一
五
歳
以

上
六
〇
歳
未
満
の
男
女
数
だ
け
に
つ
い
て
み
る
と
（
同
表
B
）
、
男
の
数
は
耕

地
配
分
と
あ
ま
り
関
係
が
な
く
、
女
の
数
が
関
係
し
て
い
る
。
耕
地
の
無
い
家

で
は
女
子
労
働
力
が
大
部
分
皆
無
で
あ
り
、
一
方
「
二
地
」
の
家
で
は
大
へ
ん

多
い
。
　
「
一
地
」
で
女
子
労
働
力
皆
無
が
四
戸
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
家
に
は
六

〇
歳
を
わ
ず
か
に
越
し
た
老
婆
が
い
て
、
実
際
は
農
業
に
従
事
し
て
い
る
。

　
次
に
、
組
と
い
う
も
の
の
性
格
を
検
討
し
て
み
た
い
。
第
5
図
に
、
川
上
組

に
属
し
て
い
る
家
を
黒
円
で
示
し
た
が
、
集
落
の
中
の
一
ケ
所
に
集
っ
て
は
お

ら
ず
谷
所
に
散
在
し
て
い
る
。
田
村
浩
氏
は
、
組
を
一
種
の
近
隣
集
団
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
①

か
の
如
く
述
べ
て
い
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
ま
た
、
　
「
二
地
」
を
痴
り
当
て

ら
れ
る
場
合
、
大
て
い
は
、
一
つ
の
組
に
お
い
て
で
な
く
、
別
個
の
二
つ
の
組

に
お
い
て
翻
り
当
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
川
上
組
に
二
地
」
を
有
す
る

家
の
中
に
は
、
ほ
か
に
伊
美
ノ
味
組
に
心
地
と
か
、
屋
部
家
継
に
一
国
と
か
い

5
よ
う
に
、
他
の
組
に
も
一
地
を
持
つ
家
が
四
戸
あ
り
、
他
の
組
に
量
地
を
持

つ
も
の
が
一
戸
、
ま
た
他
の
組
に
畑
地
、
別
の
他
の
組
に
半
地
、
合
わ
せ
て
心

地
を
持
つ
も
の
が
二
鐸
あ
る
。
当
初
、
筆
者
は
、
絃
と
い
・
）
も
の
に
何
ら
か
の

強
い
社
会
的
結
合
の
存
在
を
予
想
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
、
組

は
地
縁
的
近
隣
集
団
で
も
な
く
、
ま
た
二
つ
の
組
に
ま
た
が
っ
て
い
る
家
も
存

在
す
る
。
と
く
に
血
縁
関
係
で
結
ば
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
　
「
ゆ
い
」
そ

の
他
の
労
力
交
換
も
な
い
。
組
の
メ
ン
バ
ー
が
共
起
で
行
な
う
の
は
、
畑
の
害

虫
防
除
作
業
く
ら
い
の
も
の
で
、
ほ
か
に
共
同
の
行
事
め
い
た
も
の
は
存
在
し

な
い
。
　
「
糧
の
親
」
と
い
う
役
職
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
女
が
当
た
り
、
一
年
毎

の
交
代
制
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
緩
は
、
同
じ
区
画
の
耕
地
を
互
に
分
け
合

っ
て
耕
作
し
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
あ
り
、
祇
会
集
団
と
し
て
あ
ま
り
大
き
な

機
能
を
果
し
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
一
度
割
り
当
て
ら
れ
た
土
地
は
、
引
き
続
き
ず
っ
と
そ
の
家
の
も
の
で
あ
る
。

戦
前
な
ら
ば
、
一
六
歳
で
得
た
畑
は
、
六
〇
歳
ま
で
そ
の
ま
ま
持
っ
て
い
た
わ

け
で
あ
り
、
途
中
で
舗
替
な
ど
は
な
か
っ
た
。
そ
の
点
、
沖
縄
本
島
の
、
八
年
、

一
〇
年
、
一
五
年
と
い
っ
た
定
期
的
地
劇
制
度
と
異
な
っ
て
い
る
。
現
在
で
も
、

と
く
に
事
情
が
火
き
く
変
ら
ぬ
限
り
、
耕
作
嚢
の
交
代
は
な
い
。
離
島
し
て
畑

の
権
利
が
空
い
た
時
、
そ
の
あ
と
を
ど
の
家
に
割
り
当
て
る
か
は
、
区
長
、
婦

人
会
長
、
お
よ
び
一
〇
人
の
組
の
親
の
合
議
に
よ
っ
て
決
定
し
て
い
る
。
現
在

の
と
こ
ろ
、
畑
に
対
す
る
島
幾
の
欲
求
は
、
さ
ほ
ど
強
い
も
の
で
は
な
い
。
畑

を
割
り
当
て
ら
れ
な
が
ら
、
実
際
に
は
耕
さ
ず
に
荒
ら
し
て
い
る
家
も
少
な
く

な
い
。
荒
れ
て
雑
草
の
茂
る
に
ま
か
せ
た
畑
が
、
第
7
図
の
よ
う
に
、
集
落
の

す
ぐ
近
く
に
も
か
な
り
見
受
け
ら
れ
る
。

　
土
地
台
帳
上
の
名
儀
は
、
戦
後
、
土
地
台
帳
を
改
め
て
作
威
し
た
当
時
に
お

け
る
、
各
組
の
講
成
メ
ン
バ
ー
の
共
有
地
と
な
っ
て
い
る
。
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昭
和
の
は
じ
め
頃
、
こ
の
共
有
擬
を
廃
し
て
、
交
換
分
合
を
行
な
い
、
個
人

有
に
し
ょ
う
と
い
う
動
き
も
あ
っ
た
。
．
農
業
経
営
上
も
好
都
合
で
あ
る
し
、
ま

た
個
人
有
に
す
れ
ば
、
何
ら
か
の
三
業
資
金
を
調
達
す
る
際
の
担
保
に
も
し
得

る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
個
人
有
に
す
れ
ば
恐
ら
く
臨
ち
に
発
生
す

る
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
、
有
力
者
に
よ
る
土
地
兼
併
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、

ま
た
、
島
罠
の
最
低
生
活
を
保
証
し
、
島
外
へ
出
稼
ぎ
に
出
て
い
た
者
が
帰
っ

て
き
た
蒔
の
生
活
保
証
の
た
め
に
、
や
は
り
こ
の
制
度
の
方
が
良
い
と
い
う
保

守
的
意
見
の
方
が
、
部
落
総
会
で
の
票
決
の
ほ
ぼ
三
分
の
二
を
占
め
、
依
然
と

し
て
今
に
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
調
査
結
果
の
概
要
を
述
べ
た
、
さ
ら
に
こ
れ
を
も
う
少
し
一
般
化
し

て
考
え
、
日
本
の
地
欄
制
度
の
闘
題
や
村
落
社
会
と
耕
地
と
の
関
係
の
問
題
の

中
に
、
位
彊
づ
け
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
霞
体
の

中
に
三
春
に
は
充
分
理
解
で
き
て
い
な
い
爾
が
多
い
の
で
、
い
ず
れ
後
日
、
総

括
的
な
ま
と
め
を
果
た
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

①
　
田
村
浩
『
琉
球
共
薩
村
落
論
、
μ
研
究
』
昭
和
二
年
、
二
一
二
～
一
二
八
頁

②
屋
取
と
は
、
一
八
批
紀
以
降
、
首
塁
・
那
覇
の
士
族
が
帰
農
し
て
新
た

　
に
潔
い
た
開
拓
村
落
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

　
　
田
毘
友
哲
「
沖
縄
に
お
け
る
麗
取
集
落
の
研
究
編
　
『
琉
球
大
学
文
理
学

　
部
紀
要
隠
第
五
臼
万
、
　
｛
九
山
ハ
○
年
。

　
　
俳
聖
普
猷
「
沖
縄
以
下
の
ヤ
ド
リ
漏
　
（
岡
氏
著
『
琉
球
古
今
記
』
大
正

　
一
五
年
、
論
駁
）
。

③
切
窪
舜
乙
O
◆
区
巳
三
ρ
匿
ω
o
ジ
麟
曙
9
諄
亀
ヨ
ヨ
錠
気
拶
毛
。
算

　
o
嵩
〉
σ
Q
二
〇
乱
2
吋
蕊
【
、
鴛
乙
¢
。
。
o
ぎ
○
剛
（
ぎ
ρ
タ
．
鉾
『
琉
球
大
学
農
家
政
学

　
部
学
術
三
一
血
口
』
　
第
一
二
口
万
、
　
一
九
五
六
加
十
。

　
　
な
お
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
筆
法
も
、
沖
縄
島
南
部
の
二
・
三
の
農
村

　
に
つ
い
て
調
査
し
た
が
、
い
ず
れ
尺
長
で
報
告
す
る
予
定
で
あ
る
。

④
　
日
本
本
土
で
も
、
地
割
制
度
の
施
行
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
経
鴬

　
耕
地
の
分
散
が
一
二
著
し
い
（
農
林
省
農
地
漏
管
理
課
編
『
農
地
集
蘭
牝

　
の
手
引
』
昭
騨
三
二
年
、
七
頁
）
。

⑤
　
こ
の
島
に
本
籍
を
有
す
る
現
存
者
の
う
ち
、
妻
、
母
、
叛
舞
、
婦
、
弟

　
の
婦
、
養
子
、
養
女
な
ど
、
戸
籍
上
の
移
動
の
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
調

　
黙
し
た
。

⑥
調
査
洩
れ
を
生
じ
た
理
由
は
、
筆
者
が
こ
の
島
へ
渡
る
前
に
、
知
念
村

　
役
場
で
作
成
し
て
行
っ
た
名
簿
が
不
備
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
例
え
ば
、

　
出
稼
に
行
っ
て
不
複
の
家
に
も
耕
地
が
罰
り
当
て
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
る
の

　
に
、
名
簿
に
鳳
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
や
、
ま
た
、
世
話
主
名
だ

　
け
で
名
簿
を
作
っ
た
た
め
、
現
実
に
は
別
個
の
家
計
を
営
み
、
耕
地
も
別

　
に
分
配
さ
れ
て
い
る
の
．
に
、
そ
れ
が
名
簿
に
あ
ら
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
な

　
ど
に
よ
っ
て
い
る
。

⑦
田
村
浩
門
岡
前
書
劃
二
一
三
頁
。
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　　　　　条里by．estimating　the　site　area．

　（＆）　Regulating　the　locating　conditlons　of　S6in　and

each　example．

applying　to

Landholding　System　in　the　Kudaka久高

　　　　　　　　　Island　of　the　Ryukyu

　　　　　　　by

Tsuneyoshi　Ukita

　There　remains　a　very　old　landholding　system　in　the　island　of

Kudaka久高（land　area　about　2　sq．　km．，　pop．　about　630），　where

94　90　of　the　cultivated　land　is　common　which　belongs　to　10　‘　Kumi　’

組and　Kumi　is　divided　into　15　parts，　what　is　called　one　holding

unit一地with　the　average　dlmensions　of　about　O．2　ha．　Before　the

Second　World　War，　one　holding　unit　is　distributed　to　each　man，

from　sixteen　to　sixty　yedrs　old；　but　after　the　War　to　each　family

（though　one　half　holding　unit一地葺or　two　holding　units二地to

a　large　family）．

　　Fields，　belongiRg　to　each　1〈umi，　are　dispersed　over　the　whole

island，　denoting　the　average　dispersing　rate　of　19．4　plots，　and

each　p｝ot　is　divided　into　fifteen　equal　parts．　So　fields　are　of

very　small　“Streifenflur”，　where　sweet　potatoes　in　summer　and

wheat　in　wlnter　are　raised　by　woinen’s　worl〈　only　and　fishery

belongs　£o　men’s　labor．

（　155　）


